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報
告
三

コ�
ロ
ナ
禍
の
ア
メ
リ
カ 

―
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
の
研
究
と
生
活
―
―

青
木
淳
一

一　

は
じ
め
に

　

福
澤
諭
吉
記
念
慶
應
義
塾
学
事
振
興
基
金
（
福
澤
基
金
）
か

ら
国
外
留
学
に
対
す
る
補
助
を
い
た
だ
き
、
二
〇
一
九
年
三
月

よ
り
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
校（（
（

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（Indiana U

niversity 
Bloom

ington, M
aurer School of Law

）
の
訪
問
研
究
員
と
し

て
、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
に
滞
在
し
た
。

本
報
告
は
、
深
刻
な
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
米
国
の
状
況
を
、
現

地
に
い
て
体
験
し
た
者
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
ご
ろ
ま
で
の
米
国
は
、
平
常
の
姿
だ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
集
団
発
生
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
、
ど
こ
か
対
岸
の
火
事
で
あ
っ
た
。

　

米
国
内
の
状
況
に
変
化
が
表
れ
た
の
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月

下
旬
か
ら
三
月
に
入
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

全
米
各
地
か
ら
感
染
例
の
報
告
が
相
次
ぎ
、
感
染
拡
大
の
兆
し

が
見
え
始
め
た
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
な
ど
東
海
岸
の

都
市
部
で
感
染
者
数
が
激
増
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
と
、
空

気
が
一
変
し
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
当
初
、
感
染
者
数
は
少
な
い
傾
向
に

あ
っ
た
（
図
1
参
照
）。
も
っ
と
も
、
人
び
と
が
特
に
屋
内
で

集
ま
る
機
会
が
増
え
る
感
謝
祭
（
十
一
月
）、
ク
リ
ス
マ
ス
（
十

二
月
）
の
こ
ろ
に
は
、
感
染
拡
大
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
そ
の

影
響
が
死
亡
者
数
に
も
表
れ
て
い
る
。
図
2
参
照
）。
二
〇
二
一
年

の
年
明
け
以
降
、
医
療
従
事
者
か
ら
順
次
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
順
調
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と
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図 1　新規感染者数（インディアナ州・ニューヨーク市）

米 CDC 公表資料に基づき筆者作成

図 2　累計死亡者数（インディアナ州・ニューヨーク市）

米 CDC 公表資料に基づき筆者作成
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か
ら
、
感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
る（（
（

。

二　

米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

（
一
）　

初
期
の
対
応
―
―
非
常
事
態
宣
言
と
自
宅
滞
在
命
令

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
当
局
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
、
公
衆

衛
生
上
の
非
常
事
態
宣
言
（Executive O

rder 20-02: 
D

eclaration of Public H
ealth Em

ergency for Coronavirus 
D

isease 2019 O
utbreak

）
を
発
令
し
た
。
同
日
、
州
内
で
初

め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
対
応
で
あ
っ
た
。

同
宣
言
は
以
後
、
延
長
に
延
長
を
重
ね
、
本
報
告
の
時
点
で
は

二
〇
二
一
年
七
月
末
ま
で
有
効
と
な
っ
て
い
る（（
（

。

　

二
〇
二
〇
年
三
月
二
三
日
に
は
、
自
宅
滞
在
命
令

（Executive O
rder 20-08: D

irective for H
oosiers to Stay at 

H
om

e

）
が
発
令
さ
れ
た
。「
必
要
不
可
欠
な
活
動
（Essential 

A
ctivities

）」、「
必
要
不
可
欠
な
仕
事
（Essential Businesses 

and O
perations

）」
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
外
出
が
禁
止
さ

れ
た
。
同
一
住
居
内
で
あ
っ
て
も
、
十
人
を
超
え
る
人
数
で
の

集
ま
り
は
原
則
禁
止
と
な
り
、
同
一
住
居
外
で
は
、
公
私
を
問

わ
ず
、
い
か
な
る
人
数
で
の
集
ま
り
も
禁
止
と
な
っ
た
。
個
人

の
違
反
に
対
し
て
は
、
命
令
に
従
う
よ
う
指
導
さ
れ
る
に
と
ど

ま
る
が
、
企
業
等
の
違
反
に
対
し
て
は
、
口
頭
に
よ
る
警
告
、

書
面
に
よ
る
中
止
命
令
が
さ
れ
、
そ
れ
で
も
な
お
従
わ
な
い
と

き
は
事
業
所
の
閉
鎖
命
令
、
営
業
免
許
・
許
可
の
取
消
し
、
罰

金
等
の
刑
事
罰
が
予
定
さ
れ
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
薬

局
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
は
通
常
ど
お
り
営
業
を
し
て
お
り
、

生
活
必
需
品
の
買
い
出
し
な
ど
は
「
必
要
不
可
欠
な
活
動
」
と

し
て
認
め
ら
れ
た（（
（

。

（
二
）　

五
段
階
の
復
興
計
画

　

経
済
活
動
の
再
開
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
復
興
計
画
）

が
示
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
で
あ
っ
た

（Executive O
rder 20-26: Roadm

ap to Reopen Indiana for 
H

oosiers, Businesses and State Governm
ent

）。
四
つ
の
指

標
―
―
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
入
院
患
者
数
、

②
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
と
人
工
呼
吸
器
の
利
用
可
能
数
、
③
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
可
能
数
、
④
新
た
な
患
者
が
発
生

し
た
時
に
追
跡
で
き
る
体
制
―
―
に
基
づ
く
、
五
段
階
の
制
限

緩
和
策
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。

　

第
三
段
階
に
至
る
ま
で
は
、
比
較
的
順
調
（
言
う
な
れ
ば
、

当
局
の
思
惑
ど
お
り
）
だ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
第
四
段
階

に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
感
染
者
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
急
遽
、

第
四
・
五
段
階
が
設
け
ら
れ
た
。
第
五
段
階
に
移
行
す
る
と
き
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第 1 段階：2020 年 3 月 24 日～ 5 月 4 日
■　自宅滞在命令期間
第 2 段階：2020 年 5 月 5 日～ 5 月 23 日
■　必要不可欠でない旅行・移動の解禁。重症化リスクの高い高齢者等は自宅滞在を強く推奨
■　公共空間でのマスク等着用を推奨
■　ソーシャルディスタンスを確保した 25 人以下の集会可能
■　リモートワークの継続実施を推奨
■　小売店は通常営業時定員の 50% 以下の条件等で営業可能
■　�第 2 段階の第 2 週目以降、レストランは通常営業時定員の 50% 以下の条件等で、理美容店

は予約者限定の条件等で営業可能
第 3 段階：2020 年 5 月 22 日（当初予定 24 日）～ 6 月 13 日
■　ソーシャルディスタンスを確保した 100 人以下の集会可能
■　小売店は通常営業時定員の 75％以下の条件等で営業可能
■　�レストラン、ワイナリー等は、通常営業時定員の 50% 以下の条件等で完全なサービスを提

供可能
■　ジム、プール等も一定条件下で営業可能
第 4 段階：2020 年 6 月 12 日（当初予定 14 日）～ 7 月 3 日
■　ソーシャルディスタンスを確保した 250 人以下の集会可能
■　小売店は一定条件下で通常営業時定員での営業可能
■　�レストラン、ワイナリー等は、通常営業時定員の 75％以下の条件等で完全なサービスを提

供可能
■　映画館、博物館、水族館、遊園地等は、通常営業時定員の 50% 以下の条件等で営業可能
■　�身体接触を伴わないスポーツは試合可能。バスケットボール、フットボール等の身体接触を

伴うスポーツも一定条件下で試合可能
第 4.5 段階：2020 年 7 月 4 日～ 7 月 17 日。その後、9 月 25 日まで延長
■　祭事やパレード等のイベントが実施可能（屋内の場合、会場定員の 50％以下）
■　宿泊を伴うキャンプは一定条件下で実施可能
第 5 段階：2020 年 9 月 26 日～ 10 月 17 日。その後、11 月 14 日まで延長
■　郡ごとに感染状況を踏まえた 4 色（青、黄、橙、赤）に分類
■　�ソーシャルディスタンスを確保した 250 人超の集会可能（500 人超の集会等は、14 日以上前

に地域の公衆衛生当局に対する計画提出を義務付け）
■　ほとんどの施設で通常営業時定員での営業可能
■　�感染防止措置の実施、ソーシャルディスタンスの掲示、消毒液等の配置、重症化リスクの高

い高齢者等に対する措置（営業時間を分けるなど）の実施等を事業者に義務付け

表 1　インディアナ州における経済活動の再開に向けたロードマップ
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を
発
し
た
（Executive Order 20-48: County-Based M

easures 
and Restrictions based on T

he Im
pact and Spread of 

T
he Coronavirus D

isease

）。
復
興
計
画
第
五
段
階
が
期
限
を

迎
え
る
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
収
ま
ら
ず
、
病
院
の
対
応
能
力
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
州
全
体
で
個
人
や
事
業
所
、
小
売
店
等
に
対
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
マ
ス
ク
等
フ
ェ
イ
ス
カ
バ
ー

の
着
用
な
ど
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
郡
の
感
染
状
況
を
踏
ま

え
た
色
分
け
に
応
じ
て
集
会
人
数
を
制
限
す
る
な
ど
、
復
興
計

画
第
五
段
階
よ
り
も
厳
し
い
措
置
を
追
加
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
四
）　

感
染
症
対
策
ス
キ
ー
ム
の
再
構
成

　

前
記
の
追
加
制
限
措
置
は
翌
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
続
く
こ

と
と
な
っ
た
が
、
他
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に
進
み
、

感
染
状
況
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
州
当
局
は
同
月
三

一
日
、
施
設
収
容
人
数
に
関
す
る
決
定
を
郡
市
に
委
ね
る
こ
と

な
ど
を
発
表
し
た
（Executive O

rder 21-09: M
odification of 

County-Based M
easures and Restrictions based on T

he 
Im

pact and Spread of T
he Coronavirus D

isease

）。
二
〇

二
〇
年
七
月
二
七
日
か
ら
継
続
し
て
い
た
マ
ス
ク
等
フ
ェ
イ
ス

カ
バ
ー
の
着
用
義
務
を
着
用
勧
告
に
緩
和
す
る
こ
と
、
レ
ス
ト

に
は
、
郡
（county

）
ご
と
に
①
直
近

七
日
間
の
陽
性
率
、
お
よ
び
②
人
口
一

〇
万
人
あ
た
り
の
陽
性
件
数
に
基
づ
き
、

感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
四
色
（
青
、
黄
、

橙
、
赤
）
に
色
分
け
し
て
制
限
を
課
す

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
（
表
2
参
照
）。

色
分
け
は
毎
週
水
曜
日
に
更
新
さ
れ
、

制
限
の
厳
し
い
分
類
へ
の
変
更
（
青
か

ら
黄
、
黄
か
ら
橙
、
橙
か
ら
赤
）
は
即
時

有
効
と
な
る
が
、
制
限
の
緩
い
分
類
へ

の
変
更
（
赤
か
ら
橙
、
橙
か
ら
黄
、
黄
か

ら
青
）
は
二
週
間
継
続
し
て
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

（
三
）　

追
加
制
限
措
置

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
が
位
置
す
る
米
中

西
部
は
、
冬
季
の
寒
さ
が
厳
し
い
。
人

び
と
が
屋
内
で
集
ま
る
機
会
が
増
え
る

と
、
感
染
状
況
が
改
善
し
な
い
傾
向
が

続
い
て
し
ま
う
。
州
当
局
は
二
〇
二
〇

年
一
一
月
一
三
日
、
新
た
な
行
政
命
令

青色 黄色 橙色 赤色
直近 7 日間の

陽性率
5% 未満

5% 以上
10% 未満

10% 以上
15% 未満

15% 以上

10 万人あたりの
新規感染者数

10 人未満
10 人以上
100 人未満

100 人以上
200 人未満

200 人以上

表 2　感染状況に応じた地域の色分け基準（インディアナ州）
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ラ
ン
等
で
の
着
席
を
義
務
付
け
な
い
こ
と
（
た
だ
し
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
を
推
奨
）、
医
療
機
関
は
緊
急
性

の
低
い
手
術
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
通
常
の
状
態
に
戻
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

三　

コ
ロ
ナ
禍
の
大
学

（
一
）　

初
期
の
対
応
―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
完
全
移
行

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
は
例
年
、
三
月
下
旬
に
一
週
間
程
度

の
春
休
み
を
設
け
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
年
は
こ
れ
を
若
干
延

長
し
た
上
で
、
休
暇
明
け
は
学
期
末
ま
で
、
授
業
、
試
験
と
も

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
短
い
期
間
で
対

応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
再
開
後
は
、

授
業
の
実
施
形
態
が
対
面
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
だ
け
と

も
言
え
る
よ
う
な
、
授
業
そ
の
も
の
は
普
段
と
変
わ
ら
な
い
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
方
式
の
授
業
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
授

業
中
は
カ
メ
ラ
を
オ
ン
に
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
求
め
る
教
員

が
多
か
っ
た
。
も
と
よ
り
大
人
数
の
授
業
は
少
な
く
、
学
生
数

が
三
〇
人
か
ら
五
〇
人
程
度
の
授
業
が
大
半
で
あ
る
。
回
線
が

混
雑
し
、
映
像
・
音
声
が
乱
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

（
二
）　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
完
全
封
鎖

　

卒
業
式
・
修
了
式
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
五
月
上
旬
に

は
夏
季
休
暇
に
入
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
前
の
三
月
下
旬
か
ら
、

す
で
に
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
立
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
夏
季

休
暇
が
終
わ
る
八
月
下
旬
ま
で
は
完
全
に
封
鎖
さ
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
寮
も
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
学
生
の

大
半
は
実
家
に
帰
り
、
留
学
生
も
半
数
程
度
は
帰
国
し
た
よ
う

で
あ
っ
た
（
こ
の
こ
と
が
後
に
、
帰
国
し
た
留
学
生
が
新
学
期
を

前
に
し
て
入
国
で
き
な
い
事
態
に
も
な
っ
た
）。

　

夏
季
休
暇
中
に
、
大
学
側
も
様
々
な
感
染
対
策
―
―
飛
沫
防

止
用
の
衝
立
の
設
置
、
消
毒
液
や
マ
ス
ク
の
設
置
、
通
行
区
分

の
設
定
（
た
と
え
ば
、
校
舎
内
の
階
段
を
上
り
用
と
下
り
用
と
で

完
全
に
分
離
し
、
移
動
経
路
を
区
分
す
る
）、
教
室
や
図
書
館
内

の
椅
子
の
撤
去
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
、

一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
椅
子
を
一
つ
と
す
る
）
な
ど
が
で
き
た

よ
う
で
あ
っ
た（（
（

。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
全
に
封
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
間
は

当
然
、
図
書
館
に
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
留
学
の
目
的
の
一
つ

で
あ
っ
た
文
献
調
査
は
困
難
な
状
況
に
直
面
し
た
。
も
っ
と
も
、

こ
の
ご
ろ
の
文
献
は
、
最
初
か
ら
電
子
書
籍
と
し
て
図
書
館
に

納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
事
態
に



特別記事：令和三年度慶應法学会シンポジウム　ウィズコロナ社会を考える

179

鑑
み
て
、
古
い
文
献
で
あ
っ
て
も
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
（
普
段
は
閲
覧
制
限
が
掛
か
る
が
）
特
別
に

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
配
慮
が

あ
っ
た
。
現
物
を
直
接
手
に
と
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
ど
か
し
さ
の
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
実
感
す
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

（
三
）　

新
学
期
の
開
始
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開

　

例
年
な
ら
ば
新
学
期
が
始
ま
る
少
し
前
（
八
月
中
下
旬
）
か

ら
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
二
〇
二

〇
年
は
少
な
か
っ
た
。
対
面
に
よ
る
授
業
も
可
能
と
す
る
旨
の

指
針
が
大
学
当
局
か
ら
示
さ
れ
た
が
、（
実
験
な
ど
を
除
き
）
大

半
の
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
し
、
対
面

授
業
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
り
、
授
業
の
様

子
を
録
画
し
配
信
す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

新
学
期
は
予
定
ど
お
り
始
ま
っ
た
。
学
部
で
は
、
例
年
の
休

暇
（
感
謝
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
）
を
な
く
し
、
従
来
の
秋
学
期
（
八

月
下
旬
か
ら
十
二
月
下
旬
）
と
春
学
期
（
翌
年
一
月
中
旬
か
ら
五

月
上
旬
）
に
加
え
て
、
冬
学
期
（
十
二
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
）

を
創
設
し
た
。
冬
季
（
十
一
月
末
か
ら
二
月
上
旬
ま
で
）
の
授
業

は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
対
面
ま
た
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
Ｊ
Ｄ

一
年
生
の
授
業
（
必
修
の
不
法
行
為
法
、
契
約
法
、
民
事
手
続
法
）

を
短
期
集
中
に
し
て
、
収
容
人
数
の
多
い
教
室
を
使
い
、
学
生

数
を
制
限
し
て
開
講
し
た
。
そ
れ
以
外
の
授
業
に
つ
い
て
は
、

対
面
に
よ
る
か
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
か
の
選
択
は
教
員
に
委
ね

ら
れ
た
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
授
業
は
学
生
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
学
部
に
比
べ
る
と
対
面
授
業
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
）。

（
四
）　

大
学
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
職

員
ら
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ
た
。
大
学
Ｉ
Ｄ
を
保

有
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
学
生
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

訪
問
研
究
員
も
無
料
で
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
唾
液
を
採

取
す
る
タ
イ
プ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
、
結
果
は
二
十
四
時
間
以
内

に
判
明
し
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
（
検
査
方
法
、
検
査
結
果
、
検
査
機
関
等
が
明
記
さ
れ
た
公
式

文
書
と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
印
刷
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
）。

　

大
学
施
設
を
利
用
す
る
学
生
（
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
寮
に
入
る
な

ど
）
は
、
新
学
期
が
始
ま
る
前
ま
で
に
大
学
に
検
査
結
果
（
陰

性
証
明
）
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
、
無
届
け
の
場
合
は
キ
ャ
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ン
パ
ス
へ
の
立
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
。
学
期
中
も
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
居
住
学
生
は
週
二
回
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
居
住
学
生
は
週
一

回
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
、
大
学
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
。

四　

日
常
の
変
容

（
一
）　

小
売
店
、
飲
食
店

　

先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
当
局
に
よ
る
自

宅
滞
在
命
令
の
発
令
中
は
、
生
活
必
需
品
を
取
り
扱
う
小
売
店

や
薬
局
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を
除
き
、
休
業
と
な
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
早
朝
の
時
間
帯
を
高
齢
者
、
医
療

従
事
者
・
治
安
関
係
者
の
利
用
に
限
定
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
た
（
曜
日
に
よ
っ
て
区
分
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
）。
ま
た
、

二
十
四
時
間
営
業
を
取
り
や
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
は
衣
料
品
店
や
雑
貨
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ジ
ム
な
ど
が
集
ま
る
モ
ー
ル
が
あ
る
が
、
二
〇
二
〇
年

三
月
半
ば
か
ら
閉
鎖
さ
れ
た
。
約
二
か
月
後
に
再
開
し
た
も
の

の
、
各
店
と
も
営
業
時
間
を
短
縮
し
、
入
店
人
数
を
制
限
し
て

い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
モ
ー
ル
か
ら
撤
退

す
る
事
業
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

商
品
の
中
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
製
品
、
消
毒
液
や
除
菌
シ
ー
ト
、
マ
ス
ク
、

頭
痛
薬
（
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
系
）、
小
麦
粉
、
乾
燥
パ
ス
タ

な
ど
が
一
時
期
品
薄
と
な
っ
た
。
精
肉
（
牛
肉
、
豚
肉
）
は
、

加
工
工
場
で
感
染
者
が
発
生
し
た
と
の
こ
と
で
品
薄
に
な
り
、

購
入
制
限
が
掛
け
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
生
鮮

食
料
品
や
冷
凍
食
品
、
日
用
品
は
通
常
と
変
わ
ら
な
い
品
揃
え

が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
、
特
に
不
便
を
感
じ
な
か
っ
た
。

　

飲
食
店
は
、
自
宅
滞
在
命
令
が
解
除
さ
れ
た
後
も
、
デ
リ
バ

リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
カ
ー
ブ
サ
イ
ド
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
の

み
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
州
当
局
の
示
し
た
復
興

計
画
の
と
お
り
に
、
徐
々
に
制
限
は
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
が
可
能
に
な
っ
て
も
入
店
人
数
を
制
限
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
客
側
が
屋
内
で
の
飲
食
を
敬
遠
し
た
り

す
る
な
ど
で
、
経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
も
、
空
き
店
舗
が
目

立
っ
て
い
た
。

（
二
）　

公
共
交
通
機
関

　

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
内
は
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
バ
ス

路
線
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
大
学
Ｉ
Ｄ
が
あ
れ
ば
無
料

で
乗
車
で
き
る
た
め
、
滞
在
中
は
便
宜
に
利
用
し
て
い
た
。
夏
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ご
ろ
ま
で
は
、
運
転
席
に
近
い
、
車
両
の
前
半
分
の
座
席
を
利

用
不
可
に
し
て
い
た
。
運
転
手
へ
の
感
染
予
防
を
目
的
と
す
る

応
急
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
運
転
席
周
り
に
ア
ク
リ
ル

板
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
す
べ
て
の
座
席
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

バ
ス
に
比
べ
る
と
タ
ク
シ
ー
は
極
め
て
少
な
い
。
他
方
で
、

自
家
用
車
を
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
利
用
さ
せ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
発
達
し
て
い
る
。
滞
在
中
、
そ
れ
を
利
用
す
る
機
会
は
な

か
っ
た
が
、
街
中
で
目
に
し
た
限
り
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
、
換
気
の
た
め
窓
を
開
け
る
な
ど
の
感
染
対
策
を
講
じ
て
い

た
。（

三
）　

マ
ス
ク

　

米
国
人
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
習
慣
が
な
い
、
と
い
う
話
は

本
当
で
、
花
粉
症
予
防
な
ど
を
見
込
ん
で
持
参
し
た
マ
ス
ク
は
、

長
ら
く
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
に
仕
舞
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

州
当
局
に
よ
る
マ
ス
ク
等
フ
ェ
イ
ス
カ
バ
ー
の
着
用
命
令
は
、

二
〇
二
〇
年
七
月
二
四
日
に
発
令
さ
れ
、
同
月
二
七
日
か
ら
、

屋
内
施
設
に
入
る
と
き
や
、
屋
外
の
公
共
空
間
で
も
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
で
き
な
い
と
き
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
利
用
す
る
と
き
な
ど
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
た
（
地
域
に
よ
る
独
自
の
規
制
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
が
あ
る
モ
ン
ロ
ー
郡
で
は
同
月
一
七
日
か

ら
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
）。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
も
ま

だ
、
マ
ス
ク
着
用
率
は
低
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
入
店
時
に
、
バ
ス
が
乗
車
時
に
マ
ス
ク
着
用
を

強
く
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
定
着
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）　

ワ
ク
チ
ン

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
も
他
州
と
同
様
、
医
療
従
事
者
（
医
師
、

看
護
師
の
ほ
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者
な
ど
）
か
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
が
あ

る
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
者
へ
と
接
種
対
象
を
順
次
広
げ

て
い
っ
た
。
州
居
住
者
で
あ
れ
ば
、
国
籍
な
ど
を
問
わ
れ
ず
、

誰
で
も
（
州
内
の
）
ど
こ
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
で
、
比

較
的
早
く
接
種
で
き
る
か
ら
と
隣
接
自
治
体
や
、
あ
る
い
は
州

都
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
ま
で
出
掛
け
た
例
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
（
そ
う
い
う
友
人
・
知
人
が
周
囲
に
少
な
か
ら
ず
い
た
）。

五　

お
わ
り
に
―
―
米
国
か
ら
日
本
を
見
て

　

稀
有
な
体
験
を
胸
に
刻
み
、
二
〇
二
一
年
三
月
末
に
帰
国
し
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た
。
空
港
内
の
雰
囲
気
か
ら
し
て
ま
っ
た
く
様
変
わ
り
し
て
お

り（（
（

、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
日
本
で
の
生
活
を
本

格
的
に
再
開
す
る
一
方
で
、
米
国
で
の
生
活
を
思
い
返
す
た
び

に
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
自
身
の

結
論
を
ま
と
め
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
い
く
つ

か
を
披
瀝
し
、
結
び
に
代
え
た
い
。

①　

感
染
症
対
策
の
枠
組
み

　

米
国
の
場
合
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
の
中
で

連
邦
政
府
の
役
割
も
増
し
て
い
る
が
、
公
衆
衛
生
は
基
本
的
に

州
政
府
の
役
割
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
疾
病
予
防
管
理
セ

ン
タ
ー
）
の
発
言
力
が
大
き
く
、
そ
の
連
携
が
重
視
さ
れ
て
い

た
。

　

他
方
、
日
本
の
場
合
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、（
地
方
公
共
団
体
の
要
請
を
受
け
た
上
で
）

国
が
主
導
す
る
。
地
方
公
共
団
体
の
主
な
役
割
は
、
対
策
の
具

体
的
な
実
施
（
執
行
）
で
あ
る
。
科
学
的
な
調
査
・
分
析
を
踏

ま
え
た
対
策
等
を
提
言
し
つ
つ
も
、
政
府
か
ら
一
定
の
独
立
性

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
機
関
は
存
在
し
な
い
。

　

そ
も
そ
も
国
家
形
態
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
方
が
優

れ
て
い
て
、
他
方
が
劣
っ
て
い
る
、
と
い
う
評
価
を
単
純
に
下

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
言
う
も
の
の
、
今
後
も
起
こ
り
得

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
感
染
症
対

策
の
枠
組
み
の
あ
り
方
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②　

規
制
の
掛
け
方
と
緩
め
方

　

米
国
の
場
合
、（
直
接
、
体
験
し
た
例
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
だ

け
で
あ
っ
た
が
）
公
衆
衛
生
上
の
非
常
事
態
宣
言
が
継
続
し
て

発
令
さ
れ
る
な
ど
、
当
局
が
個
人
や
事
業
者
に
対
し
て
一
定
の

行
動
制
限
を
課
し
得
る
根
拠
が
長
期
に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
制
限
を
緩
和
す
る
た
め
の
基
準
を
示
し
、

徐
々
に
緩
和
す
る
。
も
っ
と
も
、
感
染
状
況
が
悪
化
す
れ
ば
、

基
準
を
示
し
て
制
限
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

他
方
、
日
本
の
場
合
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
や
、
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
解
除
は
、
必
ず
し
も
制
限
撤
廃
を
意
味

し
な
い
は
ず
だ
が
、
宣
言
等
の
解
除
に
よ
っ
て
繁
華
街
の
人
出

が
増
え
た
な
ど
と
い
う
報
道
を
見
聞
き
す
る
と
、
少
な
か
ら
ぬ

国
民
は
完
全
解
除
の
よ
う
に
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も

感
じ
る
。
こ
の
先
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
な
ら
ば
、
一
般
大
衆
の
認
知
、
行
動
の
レ
ベ
ル
に
働
き
か

け
る
方
策
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

③　

情
報
の
伝
え
方

　

米
国
で
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
り
ま
し
ょ

う（（
（

」「
家
族
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
具
合
に
、「
～
し
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ま
し
ょ
う
」「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
肯
定
表
現
が
目

立
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、「
～
し
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
い
う
否
定
表
現
が
目
立
つ
。「
不
要
不
急
の
外
出
は

控
え
て
く
だ
さ
い
」「
三
密
を
避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た

具
合
で
、
否
定
表
現
で
は
あ
る
も
の
の
、
明
確
に
「
ダ
メ
」
と

は
言
わ
な
い
、
真
綿
に
包
ん
だ
よ
う
な
言
い
回
し
で
も
あ
る

（
も
っ
と
も
、
そ
の
ほ
う
が
日
本
社
会
で
は
好
ま
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
）。
禁
止
事
項
が
明
示
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い

こ
と
は
許
さ
れ
る
と
い
う
誤
解
（
そ
れ
と
も
、
正
当
化
？
）
が

生
ま
れ
る
余
地
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
場
合
、「
不
要
不
急
」
と
表
現
す
る
だ
け
で
、

特
に
例
示
す
る
こ
と
も
な
く
、
何
が
「
不
要
不
急
」
に
あ
た
り
、

何
が
「
必
要
」
で
「
緊
急
」
で
あ
る
か
は
個
々
人
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
米
国
で
は
、
自
宅
滞
在
命
令
の
発

令
期
間
中
も
外
出
が
容
認
さ
れ
る
「
必
要
不
可
欠
な
活
動

（Essential A
ctivities

）」
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
が

例
示
さ
れ
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
例
示
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

許
容
さ
れ
る
範
囲
あ
る
い
は
許
容
さ
れ
な
い
範
囲
の
す
べ
て
を

網
羅
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
急
激
な
行
動
変
容

を
求
め
る
以
上
は
、
人
々
の
不
安
感
を
和
ら
げ
る
た
め
に
も
、

個
々
人
が
自
発
的
に
判
断
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
情
報
を
与
え

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
不
要
不
急
」
を
例
示
列

挙
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

④　

メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢

　

米
国
で
は
、
感
染
者
や
死
亡
者
遺
族
な
ど
へ
の
長
時
間
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
病
院
・
病
室
の
様
子
な
ど
医
療
現
場
や
医
療
従

事
者
が
置
か
れ
た
状
況
の
リ
ポ
ー
ト
が
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
て
い

た
。
医
療
従
事
者
が
み
ず
か
ら
撮
影
し
た
映
像
が
流
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
状
況
が
い
か
に
厳
し
い
か
、
厳
し
い
状
況
を
い
か

に
乗
り
越
え
る
か
、
と
い
う
目
的
を
持
っ
た
報
道
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
え
た
。
そ
の
一
方
で
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
き
、
揚
げ
足

を
と
る
よ
う
な
政
府
批
判
や
、
社
会
・
経
済
に
対
す
る
負
の
影

響
に
の
み
焦
点
を
あ
て
る
よ
う
な
報
道
は
（
日
本
よ
り
も
）
少

な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
に
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
う
い
う
政
府
批
判
や

社
会
的
・
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
報
道
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て

し
ま
う
。
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
中
も
変
わ
ら
ず
混
雑
す
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
構
内
の
映
像
を
流
し
、
夜
間
の
営
業
自
粛
要
請

に
応
じ
な
い
飲
食
店
を
取
材
し
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
政
府
の
対

策
が
実
効
性
を
上
げ
て
い
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
報
道
す
る
メ

デ
ィ
ア
が
少
な
く
な
い
。
政
府
の
施
策
を
無
批
判
に
報
じ
る
こ

と
も
決
し
て
褒
め
ら
れ
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
、
パ
ン
デ
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ミ
ッ
ク
の
終
息
に
向
け
て
協
力
す
る
姿
勢
が
期
待
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
率
直
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る（（
（

。

⑤　

市
民
社
会
の
多
様
性

　

米
国
で
も
、
コ
ロ
ナ
陰
謀
論
、
マ
ス
ク
不
要
論
な
ど
が
一
定

の
市
民
権
を
得
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
医
療
従
事
者
を
は
じ

め
と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
感
謝
・
尊
敬

の
念
は
持
っ
て
い
る
し
、
感
染
者
を
責
め
立
て
る
風
潮
も
な
い
。

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
バ
ン
ダ
ナ
を

マ
ス
ク
代
わ
り
に
し
て
、
口
と
鼻
を
覆
う
人
の
姿
も
た
び
た
び

目
撃
し
た
。

　

日
本
で
は
、
誰
か
に
指
図
さ
れ
る
で
も
な
く
、
皆
が
「
正
し

く
」
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
国
よ

り
も
感
染
が
抑
制
で
き
て
い
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
が
、
他
人
が
「
正
し
く
」
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
こ

と
に
（
さ
ら
に
は
、
着
用
し
て
い
て
も
そ
の
素
材
が
一
般
に
推
奨

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
）
目
く
じ
ら
を
立
て
た
り
、
あ
る

い
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
を
と
が
め
ら
れ
て
腹
を
立
て
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
感
染
者
を

自
業
自
得
と
み
な
し
た
り
、
医
療
従
事
者
を
差
別
し
た
り
す
る

傾
向
が
な
い
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
現
状
は
、
昨
今
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
同
調
圧
力
の
強
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
身
と
異

な
る
者
・
モ
ノ
を
、
そ
れ
が
と
り
わ
け
少
数
で
あ
る
と
攻
撃
す

る
風
潮
が
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
寛
容
さ
の
喪
失
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
、
際
立
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
多
様
性
の

基
盤
は
、
社
会
の
寛
容
さ
に
求
め
ら
れ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
っ
た
多
様
性
が
日

本
社
会
に
浸
透
す
る
の
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
先
の
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

（
1
）　

一
八
二
〇
年
創
立
の
州
立
大
学
（
公
立
大
学
）
で
あ
る
。
二
〇

二
〇
年
は
創
立
二
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
年
間
を
通
じ
て
の
盛
大
な

祝
賀
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
そ
の
多

く
が
非
開
催
と
な
っ
た
。

　

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
校
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
の
本
部
が
あ
る

（
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
の
ほ
か
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
（
パ
デ
ュ
ー
大
学
と
共
有
）、
サ
ウ
ス
ベ
ン
ト
、
コ
コ
モ
、

フ
ォ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ン
な
ど
、
州
内
に
九
か
所
あ
る
）。
ブ
ル
ー
ミ
ン

ト
ン
校
に
は
、
学
部
生
が
約
三
万
三
〇
〇
〇
人
、
大
学
院
生
が
約

一
万
人
在
籍
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
の
人

口
は
、
約
八
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
教
職
員
そ
の
他
の
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
る
と
、
街
の
人
口
の
半
数
以
上
が
大
学
関
係
者
と
い
う

こ
と
に
な
る
）。
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学
生
の
七
割
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
出
身
者
で
あ
り
、
州
外
出
身

者
は
二
割
、
留
学
生
は
一
割
で
あ
る
。
留
学
生
の
大
半
は
、
中
東

と
ア
ジ
ア
か
ら
来
て
い
る
。
ア
ジ
ア
系
で
は
圧
倒
的
に
中
国
人
留

学
生
が
多
く
、
韓
国
、
台
湾
が
続
く
。
日
本
人
留
学
生
は
非
常
に

少
な
い
。

（
2
）　

図
1
お
よ
び
図
2
は
、
米
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
取
り
ま
と
め
た
二
〇
二
〇

年
一
月
二
二
日
か
ら
二
〇
二
一
年
六
月
三
〇
日
ま
で
の
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
学
会
報
告
用
に
本
稿
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
変
異
株
（
デ
ル
タ
株
）
の
影
響
の
せ
い
か
、
七
月
下
旬

以
降
の
感
染
者
数
、
死
亡
者
数
が
再
び
増
加
し
て
い
る
。

（
3
）　

非
常
事
態
宣
言
は
そ
の
後
、
さ
ら
に
延
長
さ
れ
、
本
稿
執
筆
時

点
で
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）　

命
令
書
に
は
、「
必
要
不
可
欠
な
活
動
」
と
し
て
、
生
活
必
需

品
や
医
薬
品
の
購
入
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
屋

外
活
動
（
少
な
く
と
も
六
フ
ィ
ー
ト
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
、
他
人
の
介

護
、「
必
要
不
可
欠
な
仕
事
」
の
た
め
の
通
勤
な
ど
が
認
め
ら
れ
る

と
例
示
さ
れ
た
。
ま
た
、「
必
要
不
可
欠
な
仕
事
」
に
つ
い
て
も
、

行
政
機
関
、
医
療
・
公
衆
衛
生
、
イ
ン
フ
ラ
、
食
料
品
・
医
薬
品

販
売
、
食
品
製
造
・
加
工
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
金
融
・
保
険
、

郵
便
・
配
送
な
ど
が
例
示
さ
れ
た
。

（
5
）　

毎
週
の
よ
う
に
大
学
本
部
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
、
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
か
ら
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
。
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
・

決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
、
将
来

の
プ
ラ
ン
な
ど
が
そ
の
都
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
も
頻
繁
に
更
新
さ
れ
て
お
り
、
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が

早
か
っ
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
第
一
階
層
）
に
は
必
要
最
小
限
の

情
報
を
大
き
く
、
目
立
つ
よ
う
に
配
置
し
、
詳
細
情
報
は
リ
ン
ク

先
（
第
二
階
層
、
第
三
階
層
）
を
参
照
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
な
ど
、

情
報
の
視
認
性
、
検
索
性
に
も
優
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

（
6
）　

帰
国
予
定
日
の
数
日
前
か
ら
、
日
本
入
国
に
あ
た
っ
て
は
、
国

際
線
搭
乗
七
十
二
時
間
前
ま
で
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
検
し
た
結
果

（
陰
性
証
明
）
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
適
正

な
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
し
て
、
入
国
を
拒
否
さ
れ
た
日
本
人

が
い
た
と
も
聞
く
）。
大
事
を
と
っ
て
二
か
所
で
検
査
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
か
ら
発
行
さ
れ
た
検
査
結
果
（
大

学
所
定
様
式
に
よ
る
英
文
の
も
の
一
通
）、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
保
健

局
か
ら
発
行
さ
れ
た
検
査
結
果
（
検
査
機
関
所
定
様
式
に
よ
る
英

文
の
も
の
一
通
と
、
日
本
政
府
作
成
様
式
に
必
要
事
項
を
記
載
し

て
も
ら
っ
た
も
の
一
通
）
を
携
え
て
、
空
港
検
疫
に
臨
ん
だ
。
結

果
と
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
保
健
局
の
検
査
機
関
担
当
者
に
記

載
し
て
も
ら
っ
た
日
本
政
府
作
成
様
式
の
も
の
の
み
が
受
理
さ
れ

（
記
載
事
項
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
特
に
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
）、

そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
手
続
き
（
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
位
置

情
報
ア
プ
リ
や
ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
そ
の

動
作
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
定
量
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検
査
を
受
検
す
る
こ
と
な
ど
）
を
済
ま
せ
て
、
無
事
に
入
国
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
搭
乗
機
の
着
陸
か
ら
二
時
間
余
り
を
経
過
し
て

い
た
。

（
7
）　

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
大
人
用
の
自
転
車
を
真
横
か
ら

撮
っ
た
写
真
と
と
も
に
、
六
フ
ィ
ー
ト
は
自
転
車
一
台
分
で
あ
る
、

と
い
う
掲
示
を
見
か
け
た
。
情
報
提
供
の
分
か
り
や
す
さ
を
実
感

し
た
一
例
で
あ
っ
た
。

（
8
）　

朝
日
新
聞
が
二
〇
二
一
年
八
月
二
六
日
、「
ワ
ク
チ
ン
、
若
年

層
の
二
割
弱
『
接
種
し
な
い
』
都
が
調
査
結
果
」
と
題
し
、
若
者

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
敬
遠
す
る
傾
向
に
あ
る

か
の
よ
う
な
見
出
し
を
つ
け
て
報
道
し
た
と
こ
ろ
、
内
閣
官
房
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の
委
員
の
一
人
が
こ
れ

に
苦
言
を
呈
す
る
ツ
イ
ー
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

https://tim
es.abem

a.tv/articles/-/8672387
（
最
終
閲
覧
：
二

〇
二
一
年
九
月
三
〇
日
）




